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共通教科「情報」では，必履修科目「情報 I」と選択科目「情報 II」が設置されたが，科目間の差異が明確で

ないため，特に「情報 II」は，必要以上に高度なものとして解釈されたり，共通テスト対策に矮小化されたりする

懸念がある．本稿では，Wittgenstein の前期・後期の思想と生徒の発達段階を考慮して，各科目で扱うべき

範囲を整理し，共通教科「情報」の各科目の位置付けを明瞭にすることを目的とする．  

1. はじめに 

2024年度より高等学校の全学年で実施されている

現行の高等学校学習指導要領(1)では，情報科に共

通必履修科目「情報 I」と選択科目「情報 II」が設置さ

れた．このうち「情報 II」は，文科省(2)によれば，全国

の高校のうち 14%の学校で開設予定である． 

このような開講状況の差が生じる背景には，制度

上・運用上の問題以外に，「情報 II」が「情報 I」とどの

ように異なり，「情報 II」を学ぶことでどのような生徒を

育成できるのかという，科目内容の差異が明瞭でない

ことも問題である．こうした不明瞭さにより，「情報 II」

の内容の一例に過ぎない教員研修用教材(3)の表層

から，「情報 II」の内容が非常に高度だと解釈され，そ

の解釈に基づく記事(4)や評判(5)が生じたと考えられる．

また，こうした不明瞭さが，「『情報 I』の共通テスト対策

を『情報 II』の時間で行う」というように，科目の位置づ

けが矮小化された授業につながる可能性もある． 

そこで本稿では，「情報 I」と「情報 II」の差異を明ら

かにし，各科目を授業で扱う際の指針を示す．具体

的には，学習指導要領の内容などに見える違いを整

理した上で，「情報 I, II」の違いを考えるうえでの語彙

を示す．次に，哲学者であり学校教育に携わった経

歴も持つWittgensteinの思想の深化に即して「情報

I, II」の差異を考察する． 

2. 学習指導要領の記述に見る差異 

学習指導要領に示された「情報 I, II」の目標のうち，

「情報 I, II」で異なる文言を整理・付番して表 1 に示

す．表 1 では，「情報 I, II」で異なる文言を強調して

示した．河合塾(8)の分析資料では，「情報 I, II」の科

目目標の文言の違いについて，「情報 II」には「情報

I」にはない「創造的」「(情報社会の)発展に寄与」とい

う文言があることから，「情報 II」は「情報 I」よりも「情

報社会における中心的な担い手を育成する観点」を

重視するとしている． 

表 1 「情報 I, II」の目標における文言の違い 

No. 情報 I 情報 II 

1 情報と情報技術を適

切かつ効果的に活

用 

情報と情報技術を適

切かつ効果的，創造

的に活用 

2 情報社会に主体的

に参画する 

情報社会に主体的

に参画し，その発展

に寄与する 

3 効果的なコミュニケ

ーション 

多様なコミュニケー

ション 

4 コンピュータ 情報システム 

5 データの活用 多様なデータの活用 

6 情報社会と人との関

わり 

情報技術の発展と

社会の変化 

7 (なし) 新たな価値の創造

を目指し 

3. Wittgenstein とその著作の記述形式 

3.1 Wittgenstein と情報学・教育学 

Wittgenstein は言語哲学で類稀な業績を残した

哲学者として知られるが，大学では航空工学・機械工

学を専攻し，プロペラの設計に関する特許を取得した
(8)．その後，数学基礎論を経て言語哲学の領域に進

み，『論理哲学論考』を著した．この Wittgenstein の

遍歴は，工学的な視点を基盤に置きつつもメタサイエ

ンスとして認識される情報学(山崎(10)・日本学術会議
(11))の理論を考察する上で，Wittgenstein の思想を

考慮する意味を示す重要な根拠となる． 

また，Wittgenstein は一流の研究者であるだけで

なく，教育にも熱意を抱いていた．Wittgenstein は

第一次大戦に従軍しながら『論理哲学論考』を著した

後，大学の職を辞して教員養成所に入り，教育実習

を経験した上で，小学校教員として約 5年間勤務した
(9)．このことは，Wittgensteinが自身の思想について，

単なる机上の空論ではなく，実際に教育に応用でき

る理論だと認識していたことを示すと考えられる． 

3.2 Wittgensteinの思想の区分 

Wittgenstein の思想は，専門的には前期・中期・

後期・晩期と区分されることが多い．だが大別すると，

『論理哲学論考』(12)(『論考』)を主著とする前期と，小

学校教員を辞して大学に復帰した後の，『哲学探究』
(13)(『探究』)を主著とする後期に分けられる(14)． 

3.3 前期:『論理哲学論考』とその記述形式 

前期の Wittgenstein を代表する著作の『論考』は，

第一次大戦後に公刊された．『論考』は，7 つの「命題」



と，命題の補助命題を列挙する形式で記される．この

記述形式は哲学書としては特異だが，公理論を採用

する数学書に似た形式である．最初の命題である命

題 1 は世界の定義についての命題であるため，

Wittgenstein は『論考』で，数学書と同様の記述形

式を用いて，世界を記述する理論の構築を試みた． 

情報学の用語を用いて整理すると，『論考』で

Wittgenstein は，「世界」を「永遠の相」という普遍的

な静的モデルで記述することを試みている．『論考』は

読者にまず，この静的モデルを「通り抜け」て理解する

ことを求めている．この部分は，メタサイエンスの担体

である「情報」の「科学的な見方・考え方」を学ぶことで，

「情報 I」の目標である「情報と情報技術を適切かつ効

果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための

資質・能力」を育成することに対応するといえる．そし

て，読者がこのモデルの「上に立ち」理解した後には，

静的モデルによる世界の記述には限界があるという

理解に達することを求めており，この部分が「情報 I」と

「情報 II」の境界にあたると考えられる． 

3.4 後期:『哲学探究』とその記述形式 

後期の Wittgenstein を代表する著作の『探究』は，

Wittgenstein の死後に，遺稿を元に公刊された．

『探究』は第一部と，別の著作とされることもある後半

の第二部があるが，以下では第一部のみに言及する． 

『探究』は 693 の「考察」と呼ばれる文章からなる形

式で記される(15)．「考察」は『論考』と比べ平易な文体

だが，『論考』のような明瞭な体系性は持たず，緩や

かに相互に関連する．また考察は，途中に「―」や「―

―」のダーシが入り，このダーシが区切りとなる(15)．こ

の記述形式を鬼界(15)は「疑似対話」だと述べ，『論考』

の立場に立つ前期の Wittgenstein と，『論考』を解

体して新たな哲学を構築しよ う とする後期の

Wittgensteinの自己対話による擬似的な対話篇だと

する．また，人物や役割が明示されないことについて

は，後期のWittgensteinがより真理に近いとして「正

解」を示すのではなく，疑似対話を通して読者に思索

の糸口を与えているとしている． 

情報学の用語を用いて整理すると，『探究』は中世

以来『論考』に至る静的モデルの限界を明らかにし，

「言語ゲーム」を中心とする動的モデルで捉えることを

試みている．つまり，読者が実際の問題について思考

して解決していく上での態度として，動的モデルを示

すことに徹している． 

4. おわりに 

本稿では，Wittgenstein の前期・後期における思

想を踏まえて共通教科「情報」における「情報 I, II」の

差異を考察し，静的モデル・動的モデルという形で情

報学の概念と関連付けて科目間の差異を説明した． 

今後の課題には，『論考』『探究』の記述形式だけ

でなく，その思想を踏まえてより深く考察し，情報科と

の対応付けを精緻にした上で，本稿の内容をより整

理し，理解しやすい形で記述することが挙げられる． 
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